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１ 　 大分県企業局と は

（ １ ） 大分県企業局

　 　 大分県企業局は、 大分県が経営する 地方公営企業である 。 地方公営企業が行う 事業には、 水

道事業、 交通事業、 病院事業、 下水道事業など がある が、 大分県企業局では、 本県の豊かな水

を 活かし て、 電気事業と 工業用水道事業を実施し ている 。

（ ２ ） 地方公営企業の基本原則

　 　 地方公営企業は、県の一般行政と 比べて、その経費が、それを 利用する 人の支払う 料金によ っ

てま かなわれている と こ ろに大き な特徴がある 。

　 　 地方公営企業法第３ 条には「 経営の基本原則」 と し て、「 地方公営企業は、 常に企業の経済

性を 発揮する と と も に、 その本来の目的である 公共の福祉を 増進する よ う 運営さ れなければな

ら ない。」 と 規定さ れている 。

　 　 大分県企業局においても 、 経営の健全性を 保ちながら 公共の福祉の増進に努めている 。

事業名

電　 気　 事　 業

工業用水道事業

事　 　 業　 　 内　 　 容

地域開発の一環として発電所を建設し 、その発生電力を企業等に供給

する。

大分新産業都市区域内の企業に工業用水を供給する。

＊「 大分県公営企業の設置等に関する条例」から引用
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Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の実現に向けて

令和5年度の供給電力量　 約1億9,541万kW h

多目的ダムの管理等（ 良好な河川環境の維持に寄与）

少子高齢化・ 人口減少の進行と 大分県版地方
創生の推進

デジタ ルト ラ ン ス フ ォ ーメ ーショ ンを含む
先端技術を 活用し た取組の推進
感染症リ ス ク の顕在化

頻発する 自然災害への対策

企業局の認知度向上

職員の能力開発、 技術力向上と 人材確保

先端技術の活用によ る 業務の効率化・ 高度化

新規顧客への対応顧客本位の取組

新規事業を含む事業展開に向けた研究

その他、 施設の適切な修繕・ 改良工事等の実施

自然災害対策の計画的な実施自然災害対策の計画的な実施

その他、 施設の適切な修繕・ 改良
工事等の実施

感染症リ ス ク への対応

効果的な広報の実施

働き 方改革の推進

一般会計への繰り 出し によ り 県政へ貢献

１　持続可能なＳＤＧｓについて　２　企業局の取組との関連
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企業局の施設位置図
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（ １ ） 組織図

（ ２ ） 所属別職員数一覧表（ 令和７ 年４ 月１ 日）

 （ 令和７ 年４ 月１ 日）

総 務 調 整 班

経 営 企 画 班

契 約 管 財 班

出 納  決  算  班

総 　 務 　 課

工 　 務 　 課

総合管理センタ ー

総 合 制 御 部

発 電 管 理 部

ダ ム 管 理 部

工業用水道管理部

施 設 管 理 室

発 電 管 理 班

工業用水管理班

土 木 施 設 班

リ ニューアル推進第一班

リ ニューアル推進第二班

所属／職種

合　 　 　 　 　 　 　 計

事　 務 土　 木 電　 気 機　 械 合計

（ 事業所）
総合管理
センター

（ 本　 局）

局長

次長

総務課

工務課

計

センタ ー長

総合制御部

発電管理部

ダム管理部

工業用水道管理部

施設管理室

計

1
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15
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11

14

2
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2
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13
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1

1

16
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40

1

16
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20

11

3

66

106

公 営 企 業
管 理 者

企 業 局 長 次 長
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（ ３ ） 事務所・ 関係施設の所在

○事務所

（ 本局）

（ 事業所）

総合管理

センター

総務課

工務課

発電管理部

ダム管理部

施設管理室

総合制御部

工業用水道管理部

大分市大手町３ 丁目１ 番１ 号

（ 大分県庁舎新館４Ｆ ）

大分市大字下判田７６

（ 発電・ ダム棟）

大分市大字下判田１６００

（ 工水棟）

０９７ -５３４ -１０００

０９７ -５９７ -６８８０

０９７ -５９７ -６８９０

０９７ -５９７ -６９３６

０９７ -５９７ -２２３１

０９７ -５９７ -１２２０

０９７ -５３２ -５５２３

０９７ -５３２ -１７１２

０９７ -５９７ -６８１５

０９７ -５９７ -２３９８

０９７ -５９７ -０３９８

○電気事業関係施設

所　 属　 名 所　 在　 地 電話番号 FA X番号

大野川水系

大分川水系

　 　 　 　（ 芹川）

　 　 　 　（ 別府）

　 　 　（ 花合野）

　 　 　（ 阿蘇野）

五ヶ瀬川水系

山国川水系

筑後川水系

大野川発電所

百枝堰詰所

芹川第一発電所

芹川第二発電所

芹川第三発電所

芹川ダム管理事務所

芹川逆調整池ダム

別府発電所

小挾間詰所

花合野川発電所

阿蘇野川発電所

桑原発電所

北川発電所

下赤発電所

北川ダム管理事務所

藤河内ダム

北川椎谷詰所

耶馬溪発電所

鳴子川発電所

豊後大野市犬飼町大寒

豊後大野市三重町百枝

由布市庄内町五ヶ瀬

由布市庄内町竜原

大分市大字今市

竹田市直入町下田北

由布市庄内町五ヶ瀬

別府市大字別府

由布市庄内町東大津留

由布市湯布院町下湯平

由布市庄内町阿蘇野

佐伯市宇目大字南田原

宮崎県延岡市北川町川内名

宮崎県延岡市北川町川内名

佐伯市宇目大字南田原

佐伯市宇目大字木浦内

宮崎県延岡市北川町川内名

中津市耶馬溪町大字大島

玖珠郡九重町大字田野

大分市大字松岡

水　 　 系発電方式 施設の名称 所　 在　 地

○工業用水道事業関係施設

浄水場

処理場

浄水場

処理場

大分市大字下判田１６００

大分市大字大津留２５３

施設の名称 所　 在　 地

松岡太陽光発電所太陽光発電

水力発電

判田浄水場

大津留浄水場

おお の がわはつ でん しょ

もも えだ ぜき つめ しょ

せり かわ だい いちはつ でん しょ

せり かわ だい に はつ でん しょ

せり かわ だい さん はつ でん しょ

せり かわ かん り じ む しょ

せり かわ ぎゃくちょう せい ち

べっぷ はつ でん しょ

お ばさ ま つめ しょ

か　 ご の がわはつ でん しょ

あ そ の がわ はつでん しょ

くわ ばる はつでん しょ

きた がわはつ でん しょ

しも あかはつ でん しょ

きた がわ かん り じ む しょ

ふじ か わち

きた がわ しい や つめ しょ

や ば けいはつ でん しょ

なる こ がわはつ でん しょ

まつおか たい よう こう はつ でん しょ

じょう すいじょう

しょ り じょう

はん だ じょう すいじょう

おお つ る じょう すいじょう

じょう すいじょう

しょ り じょう
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（ ４ ） 分掌事務

（ 本　 局）

○総　 務　 課

　 　 １ 　 経営戦略に関する こ と

　 　 ２ 　 予算の原案作成及び執行に関する こ と

　 　 ３ 　 職員の人事、 服務その他身分に関する こ と

　 　 ４ 　 職員の給与、 研修及び福利厚生に関する こ と

　 　 ５ 　 条例、 規則、 管理規程等の制定及び改廃に関する こ と

　 　 ６ 　 情報公開に関する こ と

　 　 ７ 　 労働組合に関する こ と

　 　 ８ 　 予算の経理及び決算に関する こ と 並びに料金に関する こ と

　 　 ９ 　 財産及び物品の取得、 管理及び処分に関する こ と 並びに各種補償に関する こ と

　 　 10　 工事その他の請負契約に関する こ と

　 　 11　 資金の調達及び運用に関する こ と

　 　 12　 現金及び有価証券の出納及び保管に関する こ と

　 　 13　 その他の課の所管に属さ ないこ と

○工　 務　 課

　 　 １ 　 電力の供給に関する こ と

　 　 ２ 　 工業用水、 上水道原水及び農業用水の供給に関する こ と

　 　 ３ 　 営業に係る 許認可申請及び報告に関する こ と

　 　 ４ 　 発電所及び浄水施設のリ ニュ ーアルに関する こ と

　 　 ５ 　 ダムの管理に関する こ と

　 　 ６ 　 ダム及び河川の環境調査に関する こ と

　 　 ７ 　 雨量、 流量等の観測に関する こ と

　 　 ８ 　 営業に係る 電気・ 機械施設の運用、 改善及び保守に関する こ と

　 　 ９ 　 営業に係る 土木工作物及び建築物の運用、 改善及び保守に関する こ と

　 　 10　 営業に係る 電気・ 機械施設の補修に関する こ と



─  10  ─

　 　 11　 営業に係る 土木・ 建築施設の補修に関する こ と

　 　 12　 新エネルギーに関する こ と

　 　 13　 新規事業の企画・ 調査及び関係機関と の連絡調整に関する こ と

　 　 14　 工事等の検査に関する こ と

　 　 15　 その他電気、 機械、 土木及び建築の技術に関する こ と

（ 事　 業　 所）

○総合管理セン タ ー

　 　 １ 　 発電所の運転管理に関する こ と

　 　 ２ 　 工業用水の供給に関する こ と

　 　 ３ 　 ダム管理上必要な情報管理に関する こ と

　 　 ４ 　 発電施設の維持及び管理に関する こ と

　 　 ５ 　 送電線の維持及び管理に関する こ と

　 　 ６ 　 ダムの操作並びにダム 及び関係施設の維持及び管理に関する こ と

　 　 　 　（ …大分県行政組織規則（ 昭和 31 年大分県規則第 10 号） 第 191 条に規定する 芹川ダム 及
び北川ダム の操作及び維持管理に関する 業務を 除く 。）

　 　 ７ 　 工業用水道施設等の維持及び管理に関する こ と
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２ 　 当初予算

（ １ ） 電気事業

令和７ 年度　 大分県電気事業会計当初予算

令和６ 年度

当初予算額

（ Ｂ）

3,011,961

2,908,221

2,818,833

89,388

49,400

49,400

54,040

7,130

33,055

13,855

300

100

100

100

2,778,757

2,550,533

2,029,220

215,232

276,383

29,698

90,122

90,122

7,470

7,470

120,632

100

100

120,432

10,000

10,000

233,204

令和７ 年度

当初予算額

（ Ａ）

3,582,902

3,292,747

3,203,450

89,297

52,000

52,000

237,855

7,130

206,496

24,229

300

100

100

100

3,946,577

2,895,278

2,307,428

174,411

387,763

25,676

49,805

49,805

9,637

9,637

981,857

100

100

981,657

10,000

10,000

△ 363,675

増減

（ Ａ）－（ Ｂ）

570,941

384,526

384,617

△ 91

2,600

2,600

183,815

0

173,441

10,374

0

0

0

0

1,167,820

344,745

278,208

△ 40,821

111,380

△ 4,022

△ 40,317

△ 40,317

2,167

2,167

861,225

0

0

861,225

0

0

△ 596,879

１ 　 収益的収支 （ 単位　 千円）

科　 　 　 目

電気事業収益

　 営業収益

　 　 電力料

　 　 営業雑収益

　 財務収益

　 　 受取利息

　 事業外収益

　 　 長期前受金戻入

　 　 消費税還付金

　 　 雑収益

　 特別利益

　 　 固定資産売却益

　 　 過年度損益修正益

　 　 その他特別利益

電気事業費用

　 営業費用

　 　 水力発電費

　 　 送電費

　 　 一般管理費

　 　 太陽光発電費

　 財務費用

　 　 支払利息

　 事業外費用

　 　 雑損失

　 特別損失

　 　 固定資産売却損

　 　 過年度損益修正損

　 　 その他特別損失

　 予備費

　 　 予備費

収　 支　 差　 額
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科　 　 　 目

資本的収入

　 企業債

　 　 企業債

　 負担金

　 　 共有者持分額

　 投資償還金

　 　 投資有価証券償還金

資本的支出

　 建設改良費

　 　 水力発電設備

　 　 送電設備

　 　 業務設備

　 企業債償還金

　 　 元金償還金

　 投資その他の資産

　 　 投資有価証券

　 　 その他投資

　 繰出金

　 　 一般会計繰出金

　 予備費

　 　 予備費

令和６ 年度

当初予算額

（ Ｂ）

2,101,581

1,925,000

1,925,000

175,767

175,767

814

814

3,669,418

2,698,109

2,530,081

86,848

81,180

508,857

508,857

402,452

400,000

2,452

50,000

50,000

10,000

10,000

令和７ 年度

当初予算額

（ Ａ）

2,832,585

2,737,000

2,737,000

94,771

94,771

814

814

4,417,810

3,681,544

3,529,932

69,960

81,652

453,814

453,814

202,452

200,000

2,452

70,000

70,000

10,000

10,000

増減

（ Ａ）－（ Ｂ）

731,004

812,000

812,000

△ 80,996

△ 80,996

0

0

748,392

983,435

999,851

△ 16,888

472

△ 55,043

△ 55,043

△ 200,000

△ 200,000

0

20,000

20,000

0

0

２ 　 資本的収支 （ 単位　 千円）
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主要事業の概要

電気事業

１ 　 発電所リ ニュ ーアルの推進…

　《 芹川第一発電所リ ニュ ーアル事業》

　 　 ・ 水圧管路他更新工事 他 2 , 3 8 8 ,3 5 8 千円

　 　 　 …　 芹川第一発電所は令和 10 年度の営業運転再開を 目指し 、 更新工事を 実施し

ま す。

　《 芹川第二発電所リ ニュ ーアル事業》

　 　 ・ 水圧管路他更新工事 他 1 , 2 6 0 ,8 2 2 千円

　 　 　 …　 芹川第二発電所は令和 10 年度の営業運転再開を 目指し 、 更新工事を 実施し

ま す。

　《 桑原発電所リ ニュ ーアル事業》

　 　 ・ 土木建築他詳細設計業務委託 他 2 2 3 ,9 4 2 千円

　 　 　 …　 桑原発電所は詳細設計など を 行い、 更新工事に向け準備を 行いま す。

２ 　 自然災害対策の計画的な実施…

　 ・ 芹川第二発電所逆調整池ダム耐震補強工事 1 2 7 ,0 9 4 千円

　 　 …　 芹川第二発電所逆調整池ダムを 耐震化し ま す。

　 ・ 芹川第三発電所関係耐震性能照査委託 2 5 ,5 2 0 千円

　 　 …　 芹川第三発電所施設が、 現在の耐震基準を 満たし ている かを 調査し ま す。

３ 　 先端技術の活用によ る 業務の効率化・ 高度化…

　 ・ 別府発電所保守支援装置及びネッ ト ワーク カ メ ラ 設置工事 9 0 ,7 4 8 千円

　 　 …　 別府発電所に保守支援装置やネッ ト ワ ーク カメ ラ を設置し 、 発電所のス マート

保安を 進めていき ま す。
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４ 　 その他、 施設の適切な修繕・ 改良…

　 ・ 発電所集中監視制御機器更新工事 0 千円

 （ R 6 -R 1 1 総事業費　 9 9 3 ,7 5 4 千円）

　 　 …　 老朽化し た集中監視制御機器を 更新し 、 発電所運用に万全を 期し ていき ま す。

　 ・ 芹川線鉄塔改良工事 0 千円

 （ R 6 -R 7 総事業費　 4 9 5 ,0 0 0 千円）

　 　 …　 老朽化し た送電鉄塔を更新し 、 発電所運用に万全を期し ていき ま す。
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（ ２ ） 工業用水道事業

令和６ 年度　 大分県工業用水道事業会計当初予算

科　 　 　 目

工業用水道事業収益

　 営業収益

　 　 給水収益

　 　 その他営業収益

　 営業外収益

　 　 受取利息及び配当金

　 　 消費税及び地方消費税還付金

　 　 長期前受金戻入

　 　 雑収益

　 特別利益

　 　 固定資産売却益

　 　 過年度損益修正益

　 　 その他特別利益

工業用水道事業費用

　 営業費用

　 　 原水及び浄水費

　 　 配水及び給水費

　 　 総　 係　 費

　 　 減価償却費

　 　 資産減耗費

　 営業外費用

　 　 支払利息及び企業債取扱諸費

　 　 消費税及び地方消費税

　 　 雑支出

　 特別損失

　 　 固定資産売却損

　 　 過年度損益修正損

　 　 その他特別損失

　 予備費

　 　 予備費

収　 支　 差　 額

令和６ 年度

当初予算額

（ Ａ）

2,575,653

2,273,654

2,264,641

9,013

301,699

32,100

110,880

143,852

14,867

300

100

100

100

2,357,038

2,216,590

762,815

553,312

132,673

740,047

27,743

12,097

4,183

0

7,914

73,351

100

100

73,151

55,000

55,000

218,615

令和５ 年度

当初予算額

（ Ｂ）

2,486,933

2,279,334

2,270,845

8,489

207,299

29,500

0

149,769

28,030

300

100

100

100

2,681,081

2,497,709

943,448

680,516

143,042

726,017

4,686

83,072

6,788

71,533

4,751

300

100

100

100

100,000

100,000

△ 194,148

増減

（ Ａ）－（ Ｂ）

88,720

△ 5,680

△ 6,204

524

94,400

2,600

110,880

△ 5,917

△ 13,163

0

0

0

0

△ 324,043

△ 281,119

△ 180,633

△ 127,204

△ 10,369

14,030

23,057

△ 70,975

△ 2,605

△ 71,533

3,163

73,051

0

0

73,051

△ 45,000

△ 45,000

412,763

１ 　 収益的収支 （ 単位　 千円）
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科　 　 　 目

資本的収入

　 負担金

　 　 工事負担金

　 　 大分市負担金

　 投資償還金

　 　 投資有価証券償還金

資本的支出

　 建設改良費

　 　 施設改良費

　 企業債償還金

　 　 元金償還金

　 投資その他の資産

　 　 投資有価証券

　 予備費

　 　 予備費

令和６ 年度

当初予算額

（ Ａ）

26,812

26,669

0

26,669

143

143

2,808,705

2,314,345

2,314,345

84,360

84,360

400,000

400,000

10,000

10,000

令和５ 年度

当初予算額

（ Ｂ）

14,305

14,162

8,250

5,912

143

143

885,502

148,614

148,614

126,888

126,888

600,000

600,000

10,000

10,000

増減

（ Ａ）－（ Ｂ）

12,507

12,507

△ 8,250

20,757

0

0

1,923,203

2,165,731

2,165,731

△ 42,528

△ 42,528

△ 200,000

△ 200,000

0

0

２ 　 資本的収支 （ 単位　 千円）
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主要事業の概要

工業用水道事業

１ 　 浄水場の老朽化対策、 老朽化管路の更新…

　 　 ・ 主配水管日岡・ 三佐線埋設管路補修工事 3 1 4 ,5 9 3 千円

　 　 　 …　 埋設し ている 管路を 令和元年に行っ たレ ーダー調査を 基に補修工事を行いま す。

　 　 ・ 大津留浄水場老朽化対策検討・ 調査関連事業 2 0 6 ,2 6 4 千円

　 　 ・ 判田浄水場老朽化対策検討・ 調査関連事業 1 3 0 ,1 8 8 千円

　 　 　 …　 主要施設である 浄水場の老朽化対策方法の検討に取り 組みま す。

　 　 ・ 主配水管池の上・ 松岡線、 電気防食設備設置工事 4 0 ,6 6 7 千円

　 　 　 …　 工業用水管の腐食を 防止する ための電気防食装置を 設置し ま す。

２ 　 その他、 施設の適切な修繕・ 改良工事等の実施…

　 　 ・ 判田浄水場脱水機更新事業 0 千円

  （ R 5 -R 9 総事業費　 2 ,2 8 1 ,9 3 4 千円）

　 　 ・ 判田浄水場特高変電所高圧盤更新工事 0 千円

  （ R 7 -R 9 総事業費　 6 9 3 ,8 5 6 千円）

　 　 ・ 判田取水場揚水ポン プ 盤更新工事 0 千円

  （ R 7 -R 9 総事業費　 5 0 7 ,4 7 2 千円）

　 　 　 …　 老朽化し た各設備を 更新し 、 工業用水の給水に万全を 期し ま す。

　 　 ・ 省エネ機器の導入（ L E D 照明） 1 1 ,1 8 6 千円

　 　 　 …　 省エネ設備に順次更新し 、 省エネの推進に取り 組みま す。



電　 　 気　 　 事　 　 業

芹川ダム（ 左岸： 竹田市、 右岸： 大分市）

北川ダム（ 佐伯市）

─  19  ─



─  21  ──  21  ─

１ 　 電気事業の概要

（ １ ） 電気事業の概要

　 …　 企業局では、 県内の豊かな水を 利用し て 、 昭和 27 年に運転開始し た大野川発電所を はじ め

と する 12 の水力発電所、 １ つの太陽光発電所によ り 発電を 行い、 小売電気事業者や一般送配

電事業者に売電し ている 。

　 　 単に発電を 行う だけでなく 、 以下のと おり 他の事業者と 連携し た業務を 行う こ と によ り 、 公

共の福祉の増進を 図っ ている 。

　 　 ○多目的ダム （ 芹川ダム ・ 北川ダム ） において洪水調節など の治水業務

　 　 ○別府市への上水道原水の供給

　 　 ○土地改良区等へ農業用水の供給

（ ２ ） 電気事業のあゆみ

（ ア） 本県電気事業の基礎

　 …　 本県では、 従来から 河川を 公共の福祉に活用する こ と は県政の重要施策である と し て、 昭和

16 年から 洪水調節を はじ め農業用水の確保や発電事業を 一本化し た大野川河水統制事業に取

り 組んでき た。 戦中・ 戦後にかけて幾多の困難を のり こ えた本事業によ り 昭和 27 年に完成し

た大野川発電所は、 当時の社会情勢を 背景と し た食料の増産や深刻な電力事情の緩和に寄与し

たばかり でなく 、 県営電気事業の基礎と も なった。

（ イ ） その後の開発事業

　 …　 大野川発電所建設以来、 大分川総合開発事業（ 昭和 28 年〜 39 年） によ り 芹川ダムと ３ 発電

所を 、 北川総合開発事業（ 昭和 33 年〜 37 年） によ り 北川ダムと ３ 発電所を、 ま た、 別府市の

観光客の増加等によ る 水道需要の激増に備え る こ と を 主目的と し た別府地域利水事業（ 昭和

39 年〜 41 年） によ り 別府発電所を それぞれ建設し 、 電気事業のみなら ず、 台風や豪雨によ る

水の被害から 下流域を 守る と と も に、 水道用水の供給や水田の干害解消にも 大き な役割を 果た

し ている 。

（ ウ） オイ ルショ ッ ク と 小規模水力の開発

　 …　 昭和 48 年のオイ ルショ ッ ク を 契機に石油代替エネルギーの開発が急がれ、 建設費補助制度

や交付金制度の拡大が図ら れたこ と など から 、 それま では開発が困難と さ れていた小規模の水

力発電についても 開発を 進める こ と と し 、 昭和 59 年６ 月に耶馬溪発電所を、 昭和 61 年 10 月

に鳴子川発電所を、 平成元年９ 月に花合野川発電所を 、 平成７ 年４ 月には阿蘇野川発電所を建

設し た。

（ エ） 設備の近代化によ る 業務運営の効率化

　 …　 各発電所やダム設備機器の近代化によ る 電力の安定供給と 業務運営の効率化を 図る ため、 平

成６ 年４ 月に 12 発電所を 遠隔集中監視制御する 発電制御所を 共同庁舎内に設置し た。 さ ら に、

平成８ 年４ 月には保守管理の一元化を 図る ため、大分市下判田に発電総合管理事務所及び芹川・

北川ダム 管理事務所を 設置し た。
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（ オ） 電力自由化と 経営改革

　 …　 平成７ 年度の電気事業法改正を皮切り に、 競争原理を取り 入れた電力自由化と いう 大き な制

度改革が実施さ れる なか、 平成 18 年度から 公営電気事業と し て持続可能な経営基盤を 確立す

る ための中期経営計画（ H18 〜 H21 年度） を 策定し て経営改革に取り 組んでおり 、 その一環

と し て、 発電所運転部門と 工業用水道事業の給水運転部門と の組織統合や業務のアウ ト ソ ーシ

ン グに取り 組むと と も に、 平成 21 年度には４ つの事業所を 総合管理セン タ ーに統合し 、 現場

対応能力や危機管理体制の一層の強化を図っ ている 。

（ カ ） 再生可能エネルギー発電への取り 組み

　 …　 平成 24 年度から 再生可能エネルギー固定価格買取制度が始ま ったこ と を受け、 企業局と し て

の新分野開拓や県と し て進めている 再生可能エネルギー導入促進のリ ーディ ン グモデルと し て

の事業推進、 再生可能エネルギーへの関心と 理解を深める 環境教育の場の提供、 長期遊休地化

し ている 土地の有効活用等を 図る べく 、 大分市松岡の企業局所有地において松岡太陽光発電所

を建設し た（ 平成 25 年７ 月運転開始）。

　 …　 ま た、 老朽化が顕著になっ ている 水力発電所においても 順次リ ニュ ーアル工事を実施し てお

り 、 大野川発電所（ 令和３ 年 12 月運転再開）、 別府発電所（ 令和７ 年５ 月運転再開） が完成し

ている 。

（ キ） 電力システム改革と 卸規制の撤廃

　 …　 平成 28 年４ 月から の電力シス テム改革第２ 弾の施行によ り 、 こ れま で売電料金価格算定の基

礎と し ていた「 卸料金算定規則」 が撤廃と なっ た。 ま た、 地方公共団体によ る 一般電気事業者

と の長期契約について平成 27 年３ 月には経済産業省から 「 契約の解消協議に関する ガイ ド ラ イ

ン」 が示さ れた。 こ れら によ り 、 今後は市場価格及び他団体の状況等も 踏ま え、 入札の導入時

期について検討を進めていく 。

…

２ 　 水力発電のし く み

（ １ ） 水力発電のし く み

　 …　 水力発電は、 水が高い所から 低い所に流れる 力を 利用し て水車を 回し 、 水車に連結し た発電

機を 回転さ せる こ と によ り 発電を行う 。

　 　 発電に使う 河川水は、 降雨によ り 循環する 再生可能なエネルギーであり 、 発電に伴う 二酸化

炭素の排出も ないので環境に優し い発電と 言われている 。

（ ２ ） 水力発電の方式

　 水　 路　 式　 　 　 水路で水を 導き 落差を 得る 方法。 河川の上流で取水し 、 水路で下流に導き 、

適当な 落差の と こ

ろで発電する 。

　 ダ　 ム　 式　 　 　 ダ ム によ っ て 落

差を 得る 方法。 大

量の水を 確保でき 、

発電量の 調整が で

き る 利点がある 。

　 ダム 水路式　 　 　 ダムによ って得ら

れた落差＋水路で導

いて得ら れた落差の

両方を 利用する 方

法。

送電線

発電所

発電機

水　 車

川

調圧水槽

川・ダム

水
圧
鉄
管



３ 　 太陽光発電のし く み

（ １ ） 太陽光発電のし く み

　 　 太陽光発電は、 シリ コ ン 半導体など に光を 当てる と 電気が発生する 現象を利用し 、 太陽光パ

ネルに当たる 太陽の光を 直接電気に変える こ と によ っ て発電を 行う 。

　 　 エネルギー源が太陽光である ためク リ ーン で無尽蔵であり 、 発電時に大気汚染物質や騒音を

発生し ない、 環境負荷の少ない発電方式である 。

（ ２ ） 太陽光発電システムについて

　 　 太陽光パネルによ り 発電さ れた直流電力はパワ ーコ ン ディ ショ ナーによ り 交流電力へ変換さ

れる 。 変換さ れた電力は系統連系キュ ービ ク ルによ り 昇圧さ れ、 電力会社へ売電さ れる 。
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４ 　 施設の概要

※発電所数　 12　 　 最大出力　 70,280kW

※発電開始日下段（ ） 内はリ ニュ ーアル工事完成後の発電開始日

発　 　 電　 　 所　 　 名 所　 在　 地 最大出力 発電方式
使　 用
河川名

大  野  川

水　 　 系

山  国  川

水　 　 系

筑  後  川

水　 　 系

発電開始
年  月  日

年間目標 
供給電力量

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

大

　
　分

　
　川

　
　水

　
　系

五
ヶ
瀬
川
水
系

大 野 川 発 電 所

芹川第一発電所

芹川第二発電所

芹川第三発電所

別 府 発 電 所

花合野川発電所

阿蘇野川発電所

桑 原 発 電 所

北 川 発 電 所

下 赤 発 電 所

耶 馬 溪 発 電 所

鳴 子 川 発 電 所

芹 川

芹 川

芹 川

花合野川

阿蘇野川

桑 原 川

北 川

北 川

山 移 川

大 野 川

三 重 川

大 分 川
小挾間川
由 布 川

鳴 子 川

白 水 川

豊後大野市犬飼町

大寒

由布市庄内町

五ヶ 瀬

由布市庄内町

竜原

大分市大字今市

由布市湯布院町

下湯平

由布市庄内町

阿蘇野

佐伯市宇目

大字南田原

宮崎県延岡市

北川町川内名

宮崎県延岡市

北川町川内名

中津市耶馬溪町

大字大島

玖珠郡九重町大字

田野

別府市大字別府

S35. 7.30

S37. 8. 9

S37. 7.21

S59. 6.21

S61.10. 1

S27. 1 .6

(R3.12. 2)

S31. 8. 2

S33. 5.11

S39. 1.28

S41. 8.11

H7. 4. 7

H1. 9. 6

  
1,500

  
10,100

  
6,240,000

11,000

10,400

2,400

1,500

680

2,800

25,100

1,700

1,700

1,400

0

0

0

7,760,000

0

7,260,000

57,250,000

4,220,000

3,730,000

5,880,000

167,410,000

水 路 式

水 路 式

水 路 式

水 路 式

水 路 式

ダ ム 式

ダ ム 式

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

ダ ム

水 路 式

①

②

芹川ダム

北川ダム

ダ　 ム 　 名 型　 　 式
使用開始

年  月  日
堤　 　 高 総貯水容量 有効貯水容量

管 理 費 持 分

発　 　 電 治　 　 水

％
67.5

％
32.5

3,470 10.789.3

万㎥
2,230

4,100

万㎥ 
2,750

82.00

m  
52.20

37. 9.25

 昭和 
32.  1.18

重 力 式
コ ン ク リ ート
ダ ム

ア ー チ 式
コ ン ク リ ート
ダ ム

　 両ダム と も 多目的ダム であり 、 河川管理者と 共同し てその運営にあたっ ており 、 洪水時には河川流量の調節を 行

い、 洪水によ る 被害を軽減する と と も に水の有効利用を 図っている 。

（ 2） ダ　 ム

（ 1） 水力発電所

ｋ Ｗh

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗh

  
75,070,000

ｋ Ｗh

ｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

ｋ Ｗhｋ Ｗ

計　 　 ｋ Ｗh

　（ 3） 太陽光発電所

発電所名 所在地 発電開始年月日 最大出力 年間想定発電電力量

松岡太陽光発電所 大分市大字松岡 平成 25.７ .４

　 　 　 　 　 kW

1,362

　 　 　 　 　 kW h

1,324,000
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　 総合制御部では13箇所の発電所を 、 常時監視し ている 。

有効落差

使用水量
水車型式

ダ　 ム 　 名

取　 　 　 　 水　 　 　 　 設　 　 　 　 備

構　 　 造 本川設備所在地 有効貯水容量（ ㎥） 潅漑用水（ ㎥/ｓ ）

205,000

22,300,000

87,120

－

－

－

－

28,000

34,700,000

300,000

21,000,000

－

－

　

元治水井路　 1.85

仲ノ 瀬井路　 0.575

－

－

桑原地区　 0.03

－

－

飯田井路　 0.3209

昭和井路
西原  〃
大寒  〃 ｝ 5.557

豊後大野市三重町

川辺 

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

鳴子川取水堰

白水川取水堰

耶馬溪ダム

（ 国土交通省）

下赤逆調整池ダム

溢流型重力式

溢流型重力式

重力式
溢流型重力式
溢流型重力式
溢流型重力式

竹田市直入町

大字下田北 

由布市庄内町

五ヶ 瀬

由布市湯布院町

下湯平

由布市庄内町

阿蘇野

佐伯市宇目

大字木浦内

中津市耶馬溪町

大字大島

玖珠郡九重町

大字田野

佐伯市宇目

大字南田原

宮崎県延岡市

北川町川内名

由布市庄内町

西

竹田市直入町

大字長湯

中央溢流型重力式

中央溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

溢流型重力式

中央溢流型アーチ式

中央溢流型重力式

中央溢流型重力式

百枝取水堰

三重川取水堰

芹川逆調整池ダム

大分川床固堰
小挾間川取水堰
由布川取水堰
四つの渓流取水堰

長湯取水堰

社家川取水堰

芹川ダム

　

花合野川取水堰

阿蘇野川取水堰

藤河内ダム

北川ダム

フ ラ ン シス
10,510kW

１ 台

ｍ
124.40

10.5㎥/s

ｍ
46.44

26.0㎥/s

ｍ
115.85

10.5㎥/s

ｍ
99.16

3.0㎥/s

ｍ
120.89

1.5㎥/s

ｍ
89.86

1.0㎥/s

ｍ
74.50

2.5㎥/s

ｍ
179.90

1.95㎥/s

ｍ
116.80

25.0㎥/s

ｍ
10.65

20.0㎥/s

ｍ
43.09

5.0㎥/s

ｍ
82.32

2.2㎥/s

フ ラ ン シス
11,650kW

１ 台

フ ラ ン シス
10,800kW

１ 台

フ ラ ン シス
2,520kW

１ 台

フ ラ ン シス
1,608kW

１ 台

フ ラ ン シス
725kW

１ 台

フ ラ ン シス
1,590kW

１ 台

フ ラ ン シス
3,000kW

１ 台

フ ラ ン シス
26,000kW

１ 台

チュ ーブラ
1,840kW

１ 台

フ ラ ン シス
1,790kW

１ 台

フ ラ ン シス
1,510kW

１ 台

所　 在　 地 装　 置　 の　 概　 要 伝　 送　 路運用開始年月日 

Ｎ Ｔ Ｔ 専用回線及び私設線
（ Ｏ Ｐ Ｇ Ｗ） 併用
　 芹川第１ ・ 第３ 発電所
Ｎ Ｔ Ｔ 専用回線及び私設線
（ 通信ケーブル･OPGW） 併用
　 北川・ 下赤・ 桑原発電所
Ｎ Ｔ Ｔ 専用回線
　 上記以外の発電所

データ 処理装置（ ２ 系）
情報伝送装置（ ２ 系）
伝送路切替装置
監視操作卓
データ 通信サーバー
ダム 水位運用装置
データ 端末装置
ページプリ ン タ ー
無停電電源装置

１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式

（ 4） 総合制御部（ 電気事業）

世利川井路
　 第二幹線　 1.5
提子井路　 　 1.9

世利川井路

　 第一幹線　 1.5

大分市大字下判田1600

（ 工水棟）
平成19.５ .１
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1 0

1 0

5 7

3 2 6

大野川発電所

分水地点

昭和井路へ

いぬかいいぬかい

すがお

みえまち

分水地点

大寒井路へ

三
重
川
導
水
路

三
重

川

三重川取水堰

断面図

EL 7 9 .3 0 m

百
枝
取
水
堰

三重川取水堰

三重川

D= 4 .1～4 .2m

大
野
川

大
野
川

EL 8 4 .3 0 m

水槽

EL 7 2 .2 0 m

W L 2 6 .5 0 m

H W L 3 5 .0 0 0 m
N W L 2 3 .0 0 0 m
LW L 2 2 .7 6 1 m

3 , 4 2 5 m

分水地点

西原井路へ

百枝取水堰

大野川

本線導水路

1
2

,3
6

0
m

豊

肥

本

線

N

大野川水系（ 大野川発電所）
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三重川水管橋三重川取水堰

大野川発電所

百枝取水堰
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大分川

芹
川

芹川第一発電所

芹
川
第
三
発
電
所

おのや

3 , 6 6 1 m

1 ,9 1 2 m

分水地点

提子井路へ

逆調整池ダム

芹川ダム

県
道

庄
内

久
住

線

世
利

川
共

同
井

路
1
1
,0

4
6
m

分水地点
世利川井路第二幹線へ

分水地点（ 平連石分水口）

長湯ダム

導
水
路

社
家
川
取
水
堰

導
水
路

久

大

本
線

断面図

2 1 0

芹川第二発電所

長
湯
取
水
堰

世利川井路第一幹線へ

長湯ダム
H W L 4 5 5 m

社
家
川

芹
川

長湯取水堰
H W L 4 4 1 .1 8 2 m

芹川第三発電所
H W L 3 3 5 .0 m

芹川第一発電所

　 H W L 2 1 0 .0 m

芹川第二発電所

　 H W L 8 7 .5 m

篠原ダム(九電)

芹川第二発電所
逆調整池ダム

芹川ダム

制限水位 3 3 1 .0 m
農業確保 3 2 1 .7 m
     LW L 3 1 9 .0 m

LW L 2 0 6 .0 m

LW L 8 5 .5 m

N

大分川水系（ 芹川第一、 第二、 第三発電所、 芹川ダム）
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芹川第一発電所

芹川ダム

平連石分水口

芹川第二発電所

芹川第三発電所
長湯取水堰

社家川取水堰

逆調整池ダム
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N

2 1 0

別府発電所

花合野川発電所

朝
見
川別府市朝見浄水場

由布川取水堰

小挾間川取水堰

1 2 ,8 4 4 m

大分川取水口

仲ノ 瀬共同井路 1 ,3 5 4 m

花合野川取水堰

元
治
水
共
同
井
路

元治水井路へ

分水地点

県
道

小
挾

間
大

分
線

専用導水路 7 ,9 2 1 m

おにがせ

おのや

てんじ んやま

しょう ない

ゆのひら

断面図

断面図

W L 2 3 2 .4 0 m

W L 3 9 9 .0 5 m
W L 3 8 4 .6 0 m 花

合
野
川
発
電
所

花
合
野
川
取
水
堰

花
合
野
川

W L 2 9 1 .5 0 m

EL 2 9 4 .4 0 m

W L 1 9 8 .4 6 m

EL 7 7 .7 0 m

朝見浄水場

別府発電所

大分川
元治水共同井路 元治分水

１ 号隧道 ２ 号隧道 ３ 号隧道

４ 号蓋渠
小
挾
間
川

賀
来
川

（
由
布
川
）

石
城
川

久

大

本

線

花合野川

小挾間川

賀

来

川
（
由

布
川
）

大

分

川

仲ノ 瀬土地改良区へ

大分川水系（ 別府発電所、 花合野川発電所）
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別府発電所（ 手前） と 別府市朝見浄水場（ 後方）

小挾間川取水堰

由布川取水堰

大分川取水口

花合野川発電所
花合野川取水堰
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N

2 1 0

阿蘇野川発電所

ゆ
の
ひ
ら

し
ょ
う
な
い

て
ん
じ
ん
や
ま

お
の
や

芹
川

由布市

断面図

W L= 4 6 5 .0 0 m 水槽

W L= 4 6 2 .7 0 m

W L= 3 8 7 .0 0 m

EL= 3 8 9 .7 5 m

阿蘇野川発電所

阿蘇野川

阿蘇野川

川

県
道

田
野庄内線

鉄管路
1 4 7 .6 m

導水路
1 ,8 0 3 . 5 m

阿蘇野川取水堰

阿

蘇

野

大 分 川

久大本線

大分川水系（ 阿蘇野川発電所）
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阿蘇野川発電所

阿蘇野川取水堰

鉄管路



─  34  ─

N

北川発電所

下赤発電所

桑原発電所

下赤逆調整池ダム宮崎県　 延岡市

北川ダム
桑原川

藤河内ダム

北
川

大
分
県

　佐
伯
市

断面図

H W L 3 5 2 .0 0 m

LW L 3 5 0 .0 0 m
H W L 1 6 3 .0 0 m
LW L 1 6 1 .4 0 m

H W L 4 1 .0 0 m
LW L 3 7 .8 0 m

H W L 1 6 0 .5 0 m 北川ダム
北
川
発
電
所

下
赤
発
電
所

桑
原
発
電
所

桑
原
取
水
堰

桑
原
川

藤
河
内
ダ
ム

北川

下赤発電所逆調整池ダム

制限水位 1 5 7 .8 0 m

　 　 LW L 1 3 1 .0 0 m

導
水

路
2 ,7 2 1 m

導
水

路
1
,8

4
6

m

3 2 6

3 2 6

桑原取水堰 導
水

路
3

,9
6

3
m

五ヶ 瀬川水系（ 桑原発電所、 北川発電所、 下赤発電所、 北川ダム）
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桑原発電所

北川発電所

藤河内ダム

桑原取水堰

下赤発電所

下赤逆調整池ダム

北川ダム
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N

N

2 1 2

2 1 2

耶
馬
溪
発
電
所

長
谷
川

山
移
川

山国川
耶馬溪ダム

鳴子川発電所

鳴子川取水堰

鳴
子

川

音無川

白水川取水堰

白
水
川

九

田
野

県
道

庄
内
線

州

横

断

道
路

県
道
飯
田
高
原
中
村
線

断面図

断面図

耶馬溪ダム（ 国土交通省）

EL 8 6 3 .5 0 m

EL 8 5 3 .2 0 m
W L 8 5 2 .5 8 7 m

EL 7 6 7 .9 5 4 m

H W L 7 6 8 .7 1 5 m

白
水
川
取
水
堰

鳴
子
川
取
水
堰

鳴
子
川
発
電
所

鳴
子
川

H W L　 　 　 1 7 5 .0 m　 　 治水容量 1 1 ,2 0 0 ,0 0 0 m 3

常時満水位 1 6 2 .0 m……利水容量　 9 ,8 0 0 ,0 0 0 m 3

LW L         1 4 2 .5 m

耶馬溪発電所

水車中心 EL 1 1 9 .8 5 m

型　 　 　 式：コンクリ ート 重力式

高　 　 　 さ：6 2ｍ

総 貯 水 量： 2 3 ,3 0 0 ,0 0 0 m 3

有効貯水量：2 1 ,0 0 0 ,0 0 0m 3

山移川

 不特定用水  5 ,5 0 0 ,0 0 0m 3

 都 市 用 水  4 ,3 0 0 ,0 0 0m 3（  ）

導水路
9 8 4 m

支水路
9 3 7 m

県
道 豊

前
耶

馬
溪

線

山国川水系（ 耶馬溪発電所）

筑後川水系（ 鳴子川発電所）
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耶馬溪発電所

鳴子川発電所

鳴子川取水堰白水川取水堰
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N

松岡太陽光発電所
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工 業 用 水 道 事 業

判田浄水場（ 大分市）

大津留浄水場（ 大分市）
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１ 　 工業用水道事業の概要

（ １ ） 工業用水道事業の概要

　 …　 大野川から 取水し た水を 、 判田・ 大津留の各浄水場で浄化し 、 大分市内の各企業に工業用水

と し て供給し ている 。

　 　 併せて、 大分市水道事業と 連携し た業務を 行う こ と によ り 、 大分市の横尾浄水場に上水道の

原水も 送水し ている 。

（ ２ ） 水道料金

　 　 水道料金は、 安定し た経営ができ る よ う に責任水量制を 採用し ている 。

　 　 平成 16 年度に３ 事業の統合を 行い、 それにあわせて従来の事業別料金から ２ 種料金制への

変更を 行った。

　 　 料金については、 令和元年 10 月１ 日から 次の表の料率によ り 算出し た額に、 それぞれ 100

分の 110 を乗じ て得た額と なっ ている 。

名　 　 　 　 　 称 大 分 工 業 用 水 道

給水能力

名　 称

所在地

取水量

給水量

大津留浄水場

大分市大字大津留253

判田浄水場

大分市大字下判田1600

水　 　 　 　 　 源

取　 水　 地　 点

給　 水　 開　 始

給　 水　 区　 域

事　  　 業 　 　 費

工　 事　 期　 間

契  約  水  量

大　 　 　 　 野　 　 　 　 川

　 　 　 　 大野川河口から 15.05km 上流左岸（ 大分市大字下判田2153の1）

566,400㎥／日

564,000㎥／日

昭和34年７ 月４ 日

大分市

18,751,945千円

昭和33年度～平成14年度

計　 46事業所　 563,380㎥／日

浄  水  場

種　 　 　 　 　 別

第　 １ 　 種　 料　 金

第　 ２ 　 種　 料　 金

基　 本　 料　 金

15.80

8.80

特　 定　 料　 金

15.80

8.80

超　 過　 料　 金

31.60

17.60

（ 単位： 円/㎥）
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（ ３ ） 工業用水道事業のあゆみ

（ ア） 本県工業用水道事業の基礎

　 …　 本県では、大分臨海工業地帯に立地する 企業に低廉で豊富な工業用水を供給する こ と によ り 、

県経済の発展と 県民生活水準の向上を 目的に、 昭和 33 年〜 44 年にかけて大津留浄水場を 中心

と する 日量 264,000 ㎥の給水施設を 擁する 第１ 期事業を 完成さ せ、 既存企業や１ ・ ２ 号地に進

出し た企業への工業用水供給を 開始し た。

（ イ ） 第２ 期事業

　 …　 昭和 39 年の新産業都市の指定に伴い、 ３ ・ ４ 号地に進出し た企業に給水する ため、 昭和 43

年〜 48 年にかけて判田浄水場を 中心と する 日量 300,000 ㎥の給水施設を 完成さ せた。 併せて

大分市に上水道用水（ 日量 60,000 ㎥） を 供給する 施設も 共同施設と し て同時に施工さ れた。

（ ウ） 第１ 期・ 第２ 期改築事業

　 …　 各設備機器の近代化によ る 工業用水の安定供給と 業務運営の効率化を 図る ため、 平成４ 年か

ら 平成 11 年にかけ、 大津留、 判田浄水場の電気機械設備や汚泥処理施設、 配水管布設替など

施設の抜本改修を行っ た。 ま た、 平成７ 年５ 月から 判田浄水場内に工業用水道管理事務所を発

足さ せ、 両浄水場の遠隔集中監視制御と 保守管理の一元化を 図っ た。

（ エ） 第３ 期事業

　 …　 既存企業や６ ・ ７ 号地立地予定企業を 対象と し て当初日量 122,500 ㎥で計画さ れ、 建設は昭

和 46 年に着工し たも のの、 その後の経済情勢変化等によ り 事業は一旦休止し 、 用水需要が発

生し た関係企業へは、 第２ 期事業の余裕水を 転用し 一部給水（ 当初日量 60,000 ㎥、 平成元年

度から 日量 70,000 ㎥） を 行っ た。 その後水源と し ていた矢田ダム の建設が平成 12 年度に中止

と なっ たのを 契機に、 新たな水源を 求める こ と なく 、 第２ 期事業の一部（ 日量 70,000 ㎥） を

水源に正式に変更し 、 平成 14 年度に事業を完成さ せた。

（ オ） 事業統合と 経営改革

　 …　 平成 16 年４ 月から 、 今後の工業用水の流動化に対応する ために、 第１ ・ ２ ・ ３ 期事業を 「 大

分県工業用水道事業」 と し て統合し た。 ま た安定確実な給水確保を 図る ため更なる 給水セキュ

リ ティ ーの向上や給水コ ス ト 削減努力など の課題に対処する ため 、 平成 18 年度から 中期経営

計画（ H18 〜 H21 年度） を 策定し て経営改革に取り 組んでおり 、 工業用水の給水運転部門と

電気事業の発電所運転部門と の組織統合や、平成 21 年度には４ つの事業所を総合管理セン タ ー

に統合し 、 現場対応能力や危機管理体制の一層の強化を図っ ている 。

（ カ ） 給水ネッ ト ワーク 再構築事業

　 …　 平成 24 年度から 「 安全・ 安心」 のための取組と し て 、 給水セキュ リ ティ ーの向上を 図る べ

く 整備し てき た給水ネッ ト ワ ーク 再構築事業が平成 29 年 3 月に完成し 、 同年 4 月から 運用開

始し ている 。

　 …　 こ れは、 バイ パス 管路の増設やポン プ施設の新築等を 行う こ と によ り 、 3 系統の送水ルート

の機能を 相互に補完する ネッ ト ワ ーク を再構築し て、 災害・ 事故時でも 機能不全に陥ら ないよ

う 給水バッ ク アッ プ体制を 強化し たも のである 。

　 …　 ま た、 こ の体制を 活用し 、 施設の計画的な点検・ 補修を 行う こ と によ り 、 事故の未然防止や

修繕コ ス ト の低減を 図る こ と ができ る こ と と なっ た。
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２ 　 工業用水供給のし く み

（ １ ） 工業用水供給のし く み

　 …　 取水口から 取水さ れた大野川の表流水は、沈砂池で土砂が取り 除かれ浄水場ま で送水さ れる 。

　 　 浄水場では、 沈殿を促進さ せる 薬品や pH を 調整する 薬品が注入さ れ工業用水に適し た水に

処理さ れる 。 その後、 隧道や配水管路を通し て各工場へ送ら れる 。

　 　 大分県では、 工業用水を 大野川の白滝橋の上流から 取水し ている 。 浄水場は、 判田浄水場と

大津留浄水場があり 、 １ 日に両浄水場合わせて 62 万４ 千㎥の水を処理する 能力がある 。

（ ２ ） 工業用水の送り 先

　 　 大分市内の主に臨海工業地帯にある 46 事業所に送水し ている 。 一部は大分市横尾浄水場へ

送ら れ、 水道水と し ても 使われている 。

大野川
取水口 沈砂池

浄水場

工場

集水井

接合井配水管

隧道
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　 取水口から 浄水場に送ら れた原水（ 河川水） が一定の濁度を超過する と 浄水処理が必要と なる 。

　 沈殿を 促進さ せる 薬品（ PA C） と 混合さ れた原水は、 上図の矢印のルート を 流れる 課程で、

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト ゾ ーン と 呼ばれる 層を 形成し 汚れ成分が除去さ れる 。 そし てき れいになっ

た上澄みが処理水と し てユーザーに送ら れる 。

　 沈殿池内に堆積し た汚泥は、 定期的に底部の配管から 引き 落と し 処理さ れる 。

（ ３ ） 浄水処理のし く み

沈殿池清掃作業中

沈殿池断面図
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３ 　 施設の概要

（ １ ） 主な設備

取

　水

　・

　導

　水

　設

　備

浄

　

　
水

　

　
設

　

　
備

大津留浄水場 判田浄水場

管路、 隧道、 接合井　 　 総延長5,905ｍ

希硫酸自然流下式

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト 型

高速凝集沈殿池

　 内径25.6ｍ、 高5.0ｍ、 ４ 基×２ 組

　 処理能力　 264,000㎥/日

ポリ 塩化アルミ ニウ ム （ Ｐ Ａ Ｃ ）

　 デジタ ル定量ポンプ×３ 台

苛性ソ ーダ　

　 デジタ ル定量ポンプ×４ 台

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 4,900㎥

管路、 隧道　 　 　 総延長1,696ｍ

鉄筋コ ン ク リ ート 造り

　 内径15ｍ×有効水深6.1ｍ

ス ラ ッ ジブラ ン ケッ ト 型

高速凝集沈殿池

　 内径25.6ｍ、 高6.2ｍ、 ４ 基×３ 組

　 処理能力　 360,000㎥/日

ポリ 塩化アルミ ニウ ム （ Ｐ Ａ Ｃ ）

　 デジタ ル定量ポンプ×４ 台

苛性ソ ーダ　

　 デジタ ル定量ポンプ×５ 台

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 7,200㎥

取 水 口

取 水 路

除 塵 機

沈 砂 池

揚 水 ポ ン プ

導 水 路

pH調整剤（ 取水場分水枡）

着 水 井

沈 殿 池

凝 集 剤

　 注 入 ポ ン プ

ア ル カ リ 剤

　 注 入 ポ ン プ

貯 留 池

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 呑口内法幅4.2ｍ、 高3.0ｍ、 延長4.0ｍ×２ 連

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 内法幅1.0ｍ×高0.8ｍ、 延長24.0ｍ＋21.0ｍ

取水量　 566,400㎥/日（ 外大分市上水道分60,000㎥/日）

取水函渠、 隧道　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 総延長　 828ｍ

垂直型全面噴射式ロ ータ リ ース ク リ ーン 　 除塵能力60t/h以上

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　 矩形内法幅８ ｍ、 有効水深3.3ｍ、 延長51.4ｍ×５ 連

両吸込型渦巻ポン プ　 　 容量16.7㎥/分、 揚程27.4ｍ、 200kW×１ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量34.4㎥/分、 揚程27.4ｍ、 200kW×１ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量68.75㎥/分、 揚程27ｍ、 390kW×４ 台

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容量47.75㎥/分、 揚程22ｍ、 220kW×４ 台
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送

　
水

　
・

　
配

　
水

　
設

　
備

受

　
電

　
設

　
備

汚

泥

処

理

設

備

大津留浄水場 判田浄水場

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　

　 幅15ｍ、長30ｍ、有効水深２ ｍ×２ 基

両吸込型渦巻ポンプ

容量22.92㎥/分、揚程24.5ｍ、125kW×５ 台

容量22.92㎥/分、揚程27.6ｍ、145kW×５ 台

管路　 　 　 　 　 　 　 総延長　  2,663ｍ

管路、 調圧水槽　 　 総延長　 21,127ｍ

内径21ｍ、 高3.9ｍ

ろ 布固定式フ ィ ルタ ープレ ス 横型

　 ろ 過面積　 600㎡×２ 台

特別高圧66kV　 ２ 回線受電

ガス 封入型（ Ｇ Ｉ Ｓ ）

油入　 3,000kVA ×２ 台

ディ ーゼル　 200V　 75kVA

ガス タ ービ ン 　 6,600V　 1,500kVA

鉄筋コ ン ク リ ート 造り 　

　 内径16ｍ 、 有効水深3.9ｍ

隧道、 管路、 接合井　 総延長 21,890ｍ

管路　 　 　 　 　 　 　 　 総延長 30,835ｍ

内径18ｍ 、 高4.4ｍ ×２ 基

ろ 布固定式フ ィ ルタ ープレ ス 横型

　 ろ 過面積　 820㎡×２ 台

特別高圧66kV　 ２ 回線受電

函式ガス 封入型（ Ｃ －Ｇ Ｉ Ｓ ）

油入　 2,500kVA ×２ 台

ガス タ ービ ン 　 3,300V　 3,000kVA

集 水 井

送 配 水 ポ ン プ

送 水 路

配 水 路

濃 縮 槽

加 圧 脱 水 機

受 電 方 式

絶 縁 方 式

主 変 圧 器

非 常 用 発 電 機

　 総合制御部では判田・ 大津留浄水場を 、 常時監視し ている 。

所　 在　 地 装　 置　 の　 概　 要 伝　 送　 路運用開始年月日 

Ｎ Ｔ Ｔ 専用回線
データ 処理装置（ 二重化）
通信制御装置
監視操作卓
水運用サーバ
無停電電源装置

１ 式
１ 式
１ 式
１ 式
１ 式

（ ２ ） 総合制御部（ 工業用水道事業）

判田送水ポン プ

両吸込型渦巻ポン プ

容量32㎥/分、揚程11ｍ、90kW×1台

容量51.4㎥/分、揚程22ｍ、250kW×３ 台

志村配水ポンプ

横軸多段渦巻ポン プ

容量1.86㎥/分、揚程77.2ｍ、45kW×３ 台

三佐配水ポン プ

両吸込型渦巻ポン プ

容量75㎥/分、揚程26ｍ、450kW×２ 台

容量７ ㎥/分、揚程19ｍ、30kW×２ 台

容量10.4㎥/分、揚程19ｍ、45kW×１ 台

大分市大字下判田

1600（ 工水棟）
平成19.５ .１



小池原接合井 大野川松岡水管橋

大津留接合井

志村接合井

判田取水場（ 中央が沈砂池）

白滝取水口

乙津川水管橋 三佐配水ポン プ場 大野川鶴崎水管橋

第２ 調圧水槽
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の
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志村接合井

日豊本線

日豊本線

小池原接合井

大津留接合井

尾崎接合井

白滝取水口

判田浄水場

判田取水場

大

野

川

大津留浄水場

た
か
じ
ょ
う

つるさき

大在大分港線 丹
生
川

EN EOS

住友化学 外

大分市横尾浄水場

王子マテリ ア 外

東洋ガス

大山金属

日本製鉄 外

大在大分港線

長松商店

太田旗店

鶴崎共同動力 外

大分福助

志村生コン

TOTOアクアテクノ

旭 化 成　 外

大分液化ガス
共　 同　 備　 蓄

大在骨材
センタ ー

九州電力

7 号地A地区

6 号地C地区

6 号地B地区

1  号 地

2  号 地

3・ 4 号地

6 号地A地区

別　 　 府　 　 湾

大

野

川

乙

津

川

大野川松岡水管橋

大津留水管橋

４ 　 工業用水道布設概要図

1 9 7

1 9 7

1 9 7

7 号地B地区

1 0

乙津川水管橋

大分キヤノン
マテリアル

大野川鶴崎水管橋

南日本
造　 船

企 業 名 等

施　 設　 名

凡　 　 　 例
火振接合井

送
水
隧
道
　
火
振
・
志
村
線

池の上接合井

送水隧道　 片野・ 池の上線

導
水
隧
道
　

片
野
・

尾
崎
線

送
水
隧
道

　
判
田・

小
池
原
線

工 業 用 水 道 管 路

工 業 用 水 道 隧 道

受 水 企 業 等

企 業 局 施 設

三佐配水ポンプ場

第１ 調圧水槽

第２ 調圧水槽

判田川接合井

フジボウ愛媛

J X 金属
製錬  外

九州電力
送 配 電

大分バイ オマス
エナジー

三井E& S
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ジャパン

セミ コンダクタ ー外



　 萩原　 　

三佐配水ポン プ場　 　

送水隧道点検中(火振志村線)

加圧脱水機(汚泥処理設備)

薬品注入ポンプ

揚水ポンプ

沈殿池
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令和７ 年４ 月　「 企業局業務概要」

問合せ先

　 大分県企業局 総務課 総務調整班

　 〒870-8501 大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号

　 電話　 0 9 7 -5 3 4 -1 0 0 3

　 FA X　 0 9 7 -5 3 2 -5 5 2 3

　 https://w w w .pref.oita.jp/site/kigyokyoku/( HP）

　 https://x.com /oitakigyoukyoku（ X）


